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◆国土交通省の特別の機関

◆仕事は国土を「測る」「描く」「守る」「伝える」

◆職員数は700名弱
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https://www.gsi.go.jp/
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無人航空機による動画の撮影
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1. 国土地理院の災害対応

2. 土地の成り立ちと自然災害リスク

3. 防災・減災に役立つ地理空間情報

4. 国土交通省ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

5. 地理院地図で埼玉県の情報を確認
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このほか
○電子基準点、三角点及び水準点の

測量成果を迅速に改定し公表

電子基準点

電子基準点で検出した地殻変動

①電子基準点
常時、２４時間連続観測、地殻変動を監視

1．国土地理院の災害対応
災害対策基本法に基づく指定行政機関及び指定地方行政機関として、
測量・地図分野の最新技術を活用し、地殻変動の監視や地理空間情報を整備・提供

電子基準点

ALOSで観測した地殻変動

②衛星による観測
現在、ALOS-2運用中

ALOS
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空中写真

③空中写真
災害時は緊急撮影を実施

くにかぜⅢ

被災状況の把握・分析

地殻変動の把握・分析

地理院地図（Web
ページ）による各種
情報の統合利用、
共有化

④浸水推定図、災害現況図等

災害現況図

浸水推定図

地理院地図等で情報提供

被災状況の公開

⑤ホームページによる公開

https://maps.gsi.go.jp/#17/42.751050/141.912337/&base=std&ls=std%7C20180906hokkaido_atsuma_0906do&blend=0&disp=11&lcd=20180906hokkaido_atsuma_0906do&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s1f0&vs2=f0&sync=1&base2=std&ls2=std%7Cseamlessphoto&blend2=0&disp2=11


牡鹿: 
530cm

東京: 
20cm

水平変動 上下変動

牡鹿: 
120cm

① 電子基準点 常時、２４時間連続観測、地殻変動を監視

東日本大震災(2011年)
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http://www.gsi.go.jp/cais/chikakuhendo40010.html


・水平方向には、断層の北側で東向きに最大１ｍ以上、断層の南側で西向きに最大50cm以上の変動

・上下方向には、断層の北側で最大1m沈降、断層の南側で最大30cm以上隆起

水平方向 垂直方向

最大１ｍ以上沈降

最大30cm以上隆起東向き
最大1m以上

西向き
最大50cm以上
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② 衛星による観測 現在、ALOS-2運用中

SAR干渉画像

変動後

地表

変動前地震前後の衛星画像を比較し、地殻変動の
大きさを面的に把握。

2016年熊本地震

※ALOS-2:だいち2号とも呼ばれ地図作成や災害状況把握などへの貢献を目的とした地球観測衛星



空中写真
撮影区域

【東日本大震災(2011年)】
• ３月12日から４月５日にかけて、空中写真の緊
急撮影等を実施。

• 青森県北部から茨城県南部まで(福島第一原発
周辺は除く)の空中写真を整備。

③ 空中写真 災害時は緊急撮影を実施
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令和元年10月13日（日）長野県長野市大字赤沼付近 空中写真

③ 空中写真 災害時は緊急撮影を実施
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令和元年10月13日（日）長野県長野市大字赤沼付近 空中写真

③ 空中写真 災害時は緊急撮影を実施

令和元年10月13日（日）長野県長野市大字赤沼付近 空中写真拡大画像 13



オルソ画像（正射画像）の作成

●真上から地上を見たような傾きの無い画像となり、位置情報も付与も行います。
●災害時に、広域にわたって被災箇所を正確に把握できます。
●地理情報システムを用いて土砂崩壊量の計測や地図データとの重ね合わせて解析ができます。

特長
位置が正しいので、地図と同じように距離・面積を把握することができます。災害時の規模を正しく

理解するには不可欠です。
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浸水推定図とは：SNS上に投稿された画像等と、既存の航空レーザ測量による5ｍDEM
を用いて、浸水範囲と浸水深の空間分布を推定した図です。

※ 浸水推定図の作成に使用する情報源として、SNS画像のほか、国土地理院の空中写真や、
国土交通省の災害対策用ヘリコプターによる空撮画像なども適宜併用します。

SNS投稿 位置同定
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浸水推定図の作成

④浸水推定図・災害現況図等



④浸水推定図・災害現況図等
5m DEM: 国土の約７割のデータを公開中

10m DEM: 国土全域のデータを公開中
DEM(Digital Elevation Model):地表面を等間隔の正方形に区切り、それぞれの正方形に中心点の標高地を持たせたデータ

16

https://maps.gsi.go.jp/#13/36.053185/139.472160/&base=blank&ls=blank%7Cafm%7Cslopemap%7Cgsi-compare-photo%7Clake1%7Cvlcd%7Crelief%7Crelief_free%7Cdisaster_lore_all&blend=0000011&disp=10000010&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=35G0000FFGFG0095FFG1EG00EEFFG28G91FF00G46GFFFF00G64GFF8C00GGFF4400


浸水推定図
長野市豊野町付近
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内閣府防災担当HP（平成30年3月改定概要）
http://www.bousai.go.jp/taisaku/pdf/h3003
kaitei.pdf

○写真を活用した判定の効率化・迅速化
航空写真等を活用して「全壊」の判定が可能
国土地理院が撮影した発災前後の航空写真

の活用できます。

⑤ホームページによる公開

明らかに全壊（坂町）

北海道厚真町字吉野周辺

斜め写真でも倒壊の状況が確認出来ます。
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https://maps.gsi.go.jp/#17/42.751050/141.912337/&base=std&ls=std%7C20180906hokkaido_atsuma_0906do&blend=0&disp=11&lcd=20180906hokkaido_atsuma_0906do&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s1f0&vs2=f0&sync=1&base2=std&ls2=std%7Cseamlessphoto&blend2=0&disp2=11
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20

令和元年（2019年）台風19号への対応

⑤ホームページによる公開
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①プレートが沈み込む場に位置している
→地震・火山活動や地殻変動が活発である

地震・火山災害

私たちは、風水害、地震・火山災害が
頻発する国土に住んでいます

日本付近のプレート境界

（岡田,2012）

凡例

3分類

分類

山地

台地

低地

# volcano

デジ活の活断層_JGD2000

デジ活の推定活断層_JGD2000

山地

台地

低地

活火山

活断層

推定活断層

私たちが住む国土の特徴

そして、時々“地形を変化させる”
大きな自然災害が発生します

②国土の70％が山地である
→災害を起こしやすい素因がある 土砂災害

③温帯湿潤の気候である
→梅雨や台風時に豪雨が発生する

水害

22

２．土地の成り立ちと自然災害リスク



地形の種類

山麓堆積地形
段丘

扇状地

崖・段丘崖

低地

山地

盛土地

（人工地形）

旧河道

後背低地

自然堤防

氾濫平野

2．土地の成り立ちと自然災害リスク
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平成26年(2014年)8月豪雨

広島市安佐南区八木町付近 斜め空中写真 平成26年8月20日撮影

災害と地形との関係

２．土地の成り立ちと自然災害リスク
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地形分類

山地

尾根や谷からなる土地や、

比較的斜面の急な土地。
切戸地

山地、台地の縁などの

斜面を切取りにより造

成した土地。

氾濫平野

河川の氾濫により形成された低

平な土地。

山麓堆積地形

河山地や崖･段丘崖の下方に

あり、山地より斜面の緩やかな

土地。崖崩れや土石流などに

よって土砂が堆積してできる。

微高地

洪水時に運ばれた砂等が、

流路沿いに堆積してできた

自然堤防などの微高地。

旧河道

過去の河川流路の跡。

扇状地

山麓の谷の出口から扇状に

広がる緩やかな斜面。谷口

からの氾濫によって運ばれた

土砂が堆積してできる。

広島市安佐南区八木町付近 治水地形分類図を３D表示

２．土地の成り立ちと自然災害リスク

地理院タイル
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土石流堆

1962年撮影

氾濫平野

河川の氾濫により形成された低

平な土地。

微高地

洪水時に運ばれた砂等が、

流路沿いに堆積してできた

自然堤防などの微高地。

山地

尾根や谷からなる土地や、

比較的斜面の急な土地。

山麓堆積地形

河山地や崖･段丘崖の下方に

あり、山地より斜面の緩やかな

土地。崖崩れや土石流などに

よって土砂が堆積してできる。

扇状地

山麓の谷の出口から扇状に

広がる緩やかな斜面。谷口

からの氾濫によって運ばれた

土砂が堆積してできる。
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扇状地

山地斜面等

山麓堆積地形

2．土地の成り立ちと自然災害リスク

山地とその周辺の地形

山地の裾では山麓堆積地形や
沢の出口では扇状地が形成される。

▷山麓堆積地形
斜面の下方や山間の谷底に堆積した、岩屑
（がんせつ）または風化土等の堆積地形面。
崩壊・落石の被害を受けやすく、土石流災害
の危険性がある。

▷扇状地（小型：土石流扇状地、沖積錐）
沢が山地から平坦地に流れ出るところに形成さ
れた扇状の緩傾斜地。主として砂礫
からな り、傾斜は2～3°以上15°以下。
地盤は良いが、豪雨による土石流の被害を受け
る可能性がある。

治水地形分類図（３D表示 高さ2×） 地理院地図（３D表示 高さ2×）

寄居町付近

扇状地

山地斜面等

山麓堆積地形

谷底平野 谷底平野

▷谷底平野
沢の部分にできる細長い低平地
豪雨時には土石流の通り道となりうる。
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台地・段丘とその周辺の地形

◎ 台地・段丘
形成時期は低地よりも古く、また一般に高い位置にあるものほど形成時期が古い。
一般に低地に比べ河床からの比高が大きく地盤も良いため、洪水・地震による被害が
比較的少ない。

▷扇状地（大型）
河川が山地から平坦地に流れ出るところに形成された扇状の緩傾斜地。主として砂礫
からな り、傾斜は5°以下。
地盤は良いが、豪雨により氾濫や土石流の被害を受ける可能性がある。

治水地形分類図（３D表示 高さ3×）

扇状地

台地・段丘
活断層

崖

旧河道

2．土地の成り立ちと自然災害リスク

熊谷市付近

1962年5月撮影

山梨県南アルプス市

昭和34年8月御勅使川における河川氾濫の痕跡
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低地の地形
◎ 自然堤防
洪水時に運ばれた砂やシルトが、流路沿いまたはその周辺に堆積してできた高まり。
周辺の低地の一般面に比べて水はけは良い。

○ 氾濫平野
河川の堆積作用により形成された平坦地。
シルト、粘土からなる部分の地盤は軟弱である。

▷ 旧河道
過去の河川流路の跡で、周囲より低い帯状の凹地。
非常に浸水しやすく、水はけが悪い。また、強い地震時には液状化現象が生じやすい。

自然堤防

旧河道
氾濫平野

▷後背低地
自然堤防や砂州・砂堆などの背後に位置し
河川の堆積作用が比較的及ばない低湿地。
水はけが非常に悪く、地盤は軟弱である。

後背低地

2019年10月13日撮影治水地形分類図

2．土地の成り立ちと自然災害リスク

川越市芳野台付近

令和元年台風１９号の被災状況



きり
ど

もり ど

2．土地の成り立ちと自然災害リスク

人工地形

◎切土地：山地、台地の縁などの斜面を切取りによる造成した土地。切取り斜面によって
は、大雨や地震により斜面崩壊のリスクがある。地盤は一般的に良好。

△盛土地・埋立地：周囲の地表より高く盛土した土地や、海水面などの水部に土砂を投
入して陸地にしたり、谷のような凹地を埋め立てて造成した土地。山地や台地では降雨・
地震により地盤崩壊のリスクがある。低地では液状化のリスクがあり、海や湖沼・河川を
埋め立てた場所では特に注意。

きり ど

もり ど
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1995年兵庫県南部地震における仁川の崩壊

1961年撮影 1995年撮影



地形の種類と災害との関係

段丘

段丘崖

旧河道

扇状地

①土砂災害
（豪雨災害）

②洪水

旧河道

＋

堤防

後背低地

2．土地の成り立ちと自然災害リスク
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地形の種類と災害との関係

盛土地

旧河道

後背低地

旧河道

③地震 ④液状化

盛土地

土砂崩落

段丘崖

山麓堆積地形

強震
建物崩壊

2．土地の成り立ちと自然災害リスク

32
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Ⅰ 防災地理情報

[I-i]
地形特性情報

地表構成物質の違い（強度の違い）を示している

地理空間情報

1. 土地条件図・治水地形分類図・

明治期の低湿地データ
2. 火山土地条件図・火山基本図
3. 活断層図

→ ゆれやすさ、崩れやすさ、液状化しやすさ

標高の違いを示している地理空間情報

4. デジタル標高地形図 → 浸水しやすさ

[I-ii]
災害履歴情報

災害履歴を示している地理空間情報

5. 自然災害伝承碑

→ 過去に洪水や津波などが発生した場所

Ⅱ 災害対応時の
地理空間情報

災害時に参照する地理空間情報

6. 指定緊急避難場所データ

7. 浸水推定図 → 災害が起きた際に避難すべき場所

3．防災・減災に役立つ地理空間情報

34



[I-i] 防災地理情報（地形特性情報）
1. 土地条件図・治水地形分類図・
明治期の低湿地データ

2. 火山土地条件図・火山基本図
3. 活断層図
4. デジタル標高地形図

[I-ii] 防災地理情報（災害履歴情報）

5. 自然災害伝承碑

[Ⅱ] 災害対応時の地理空間情報

6. 指定緊急避難場所データ

7. 浸水推定図
35



１.【防災地理情報（地形特性情報）】土地条件図

土地条件図とは：地形を山地、台地・段丘、低地、水部、人工地形などに分類し、
地形をわかりやすく示した地図です。

山地斜面等

山地・丘陵または台地の

縁などの傾斜地。

更新世段丘

約１万年前より古い

時代に形成された台

地や段丘。

扇状地

河川が山地から平地

に出た地点に砂礫が

堆積してできた地形。

自然堤防

洪水時に運ばれた砂等

が、流路沿いに堆積し

てできた微高地。

谷底平野・氾濫平野

河川の氾濫により形成された低

平な土地。

後背低地

河川の堆積作用が比

較的及ばない低湿地。

水はけが悪い。

盛土地・埋立地

低地に土を盛って造成し

た平坦地や、水部を埋め

た平坦地。

36地理院地図



１.【防災地理情報（地形特性情報）】土地条件図

防災センター周辺の土地条件図 37
地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#10/35.986896/139.324493/&base=blank&base_grayscale=1&ls=blank%7Clcm25k_2012&blend=0&disp=11&lcd=lcm25k_2012&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


１.【防災地理情報（地形特性情報）】土地条件図

防災センター周辺の土地条件図 38

山地斜面等

山地・丘陵または台地の

縁などの傾斜地。 更新世段丘

約１万年前より古い

時代に形成された台

地や段丘。

自然堤防

洪水時に運ばれた砂等

が、流路沿いに堆積し

てできた微高地。 谷底平野・氾濫平野

河川の氾濫により形成された低

平な土地。
盛土地・埋立地

低地に土を盛って造成し

た平坦地や、水部を埋め

た平坦地。

地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#15/35.861439/139.644942/&base=pale&base_grayscale=1&ls=pale%7Clcm25k_2012&blend=0&disp=11&lcd=lcm25k_2012&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


治水地形分類図とは：国が直接管理する一級河川の流域のうち主に平野部を対象として、
扇状地、自然堤防、旧河道、後背湿地などの詳細な地形分類及び
河川工作物等が色分けされた地図です。扇状地の広がりや氾濫平野
の広がりから、過去の土砂流出の範囲や洪水による浸水範囲など地
域特有の土地の成り立ちが反映されています。

１.【防災地理情報(地形特性情報)】治水地形分類図

治水地形分類図凡例（一部） 39



１.【防災地理情報(地形特性情報)】治水地形分類図

防災センター周辺の治水地形分類図
40

地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#11/36.015782/139.286728/&base=blank&base_grayscale=1&ls=blank%7Clcmfc2&blend=0&disp=11&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


１.【防災地理情報(地形特性情報)】治水地形分類図

防災センター周辺の治水地形分類図
41

段丘面

台地や段丘。

崖

台地や段丘の縁の

崖地形。

氾濫平野

河川の氾濫により形成された低

平な土地。

後背湿地

河川の堆積作用が比

較的及ばない低湿地。

水はけが悪い。

微高地

洪水時に運ばれた砂等が、

流路沿いに堆積してできた

自然堤防などの微高地。

旧河道

過去の河川流路の跡。

浅い谷

台地上の浅い谷、大雨

時に流路となる。

切土地

盛土地

一般面より比高が2m以

上のもの。

山麓堆積地形

斜面上方の山崩れによ

って生じた土石

https://maps.gsi.go.jp/#15/35.857474/139.637775/&base=pale&base_grayscale=1&ls=pale%7Clcmfc2&blend=0&disp=11&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


【治水地形分類図・整備範囲】
約52,300k㎡（2020年11月現在）

【土地条件図・整備範囲】
約46,700k㎡（2020年11月現在）

１.【防災地理情報(地形特性情報)】土地条件図・治水地形分類図

42



第一軍管地方迅速測図（明治14年） 地理院地図（現在）

明治前期の低湿地データ（地理院地図で表示）

以前水部だったところ

液状化と関連が深い地形を抽出し、
地理院地図上で重ね合わせ表示。

明治期の低湿地データとは：明治期の地図から「土地の液状化」との関連が深いと考えられる
河川や湿地、水田・葦の群生地などの区域を抽出したデータです。

１.【防災地理情報(地形特性情報)】明治期の低湿地データ

東日本大震災による
液状化の被害の例

出典：我孫子市液状化対策
検討委員会資料

43

https://maps.gsi.go.jp/#15/35.850126/140.135678/&base=pale&base_grayscale=1&ls=pale%7Cafm%7Cslopemap%7Cgsi-compare-photo%7Clake1%7Cvlcd%7Crelief%7Crelief_free%7Clcm25k_2012%7Clcmfc2%7Cswale%7Cdisaster_lore_all%7Cskhb01&blend=0000011001&disp=100000000100&lcd=swale&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


池

昭和5年2万5千分1地形図

昭和22年11月撮影空中写真

池

明治期の低湿地データ

東日本大震災による
液状化の被害の例

出典：我孫子市液状化対策
検討委員会資料

地震などによる液状化の発生要因は、地下水位の高さや地盤の締まり状態が大きく影響します。明治期
の地図を元に河川や湿地だった場所を示した「明治期の低湿地データ」を有効に使うことで液状化の予測
に役立てることができます。

１.【防災地理情報(地形特性情報)】明治期の低湿地データ

44



１.【防災地理情報(地形特性情報)】明治期の低湿地データ

45
地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#11/35.982451/139.385262/&base=blank&base_grayscale=1&ls=blank%7Cswale&blend=1&disp=11&lcd=swale&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


１.【防災地理情報(地形特性情報)】明治期の低湿地データ

戸田市、朝霞市周辺の明治期の低湿地
46

荒地

開墾されたことがないまたは、

かつては開墾されていたが長

期間荒れ果てたところ。

ヨシ（芦葦）

｢蘆｣、｢芦｣、｢葦｣、｢葮

｣、｢蓮｣と記された範囲

。または芦葦記号。

田・水田

水田は稲や蓮などを栽培す

る田で四季を通じて水があ

る土地。

草地

牧草を栽培する土地や

｢草｣と記された範囲。
茅

｢茅｣、｢萱｣と記

された範囲。

河川、湖沼、海面

河川や水路、湖沼と記され

た範囲及び、河口部から海

上の範囲。

地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#14/35.798810/139.674554/&base=pale&base_grayscale=1&ls=pale%7Cswale&blend=1&disp=11&lcd=swale&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


明治期の低湿地データは、三大都市圏及び静岡県の一部について公開していましたが、
2021年9月1日に全国の主要都市周辺を新規公開しました。

１.【防災地理情報（地形特性情報）】明治期の低湿地データ

47

2021年9月1日
新規公開範囲

既に公開していた範囲
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２.【防災地理情報(地形特性情報)】火山土地条件図

火山土地条件図とは：火山体を地形や構成物質で色分けして表現した縮尺１万分１～５万分１の
地図です。過去の火山活動によって形成された地形 (溶岩流、火砕流、スコリア丘、
岩屑なだれ等)、崩壊、地すべり、侵食に伴う地形をわかりやすく表示しています。

火山土地条件図「箱根山」の一部
49

地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#14/35.217365/139.035158/&base=pale&base_grayscale=1&ls=pale%7Cvlcd&blend=0&disp=11&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400


２.【防災地理情報(地形特性情報)】火山基本図

火山基本図とは：火山の地形を精密に表す等高線と、道路・建物・防災関連施設等を
示した縮尺5千分1又は1万分1の地図です。精密な地形が表示されて
いるため、噴火時の防災計画、緊急対策用に利用されています。

火山基本図データ「八丈島II」(基図) 火山基本図データ「八丈島II」(陰影段彩図) 火山基本図データ「八丈島II」(写真地図)

50



２.【防災地理情報(地形特性情報)】火山土地条件図・火山基本図

【火山基本図・整備済み火山】

42火山（2021年9月現在）

【火山土地条件図・整備済み火山】

25火山（2021年9月現在）
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３.【防災地理情報（地形特性情報）】 活断層図

地震断層
地震の際に地表に現れたことが確認された断層。
（地すべり・地盤沈下・液状化等に伴う変状であ
ることが明らかなものは除く）

活断層
最近数十万年間に、概ね千年から数万年の
周期で繰り返し動いてきた跡が地形に現れ、
今後も活動を繰り返すと考えられる断層。

推定活断層

地形的な特徴により、活断層の存在が推定さ
れるが、現時点では明瞭に特定できないもの。

トレンチ調査地点

活断層露頭

活断層の名称

推定活断層（地
表）

推定活断層（地
表）（位置やや不
明確）

推定活断層（地
下）

活褶曲

地形面の傾動方
向

現在も続いている地殻変動によって生じている波状地
形。凸部または凹部を連ねた線で図示。

地形面が、現在も続いている地殻変動によって傾いて
いる場所。最大傾斜方向で図示。

地形的な特徴により、活断層の存在が推定されるが、
現時点では明確に特定できないもの。

推定活断層のうち、位置が不明確なもの。

新しい地層に覆われて、断層地形が地表で確認され
ていないが、既往のボーリングや物理探査によりその
存在が推定された活断層。

活断層の通過地点に調査溝(トレンチ)を堀り、断層運
動の解読調査を行った地点。（これまでに各種調査研
究機関等によって調査が実施されたもの）

最近数十万年間に堆積した砂礫層などを切断し、活
断層であることが確実に判明した露頭。現在は露出
がなくとも記載。

活断層の固有名称。

トレンチ調査地点

活断層露頭

活断層の名称

推定活断層（地
表）

推定活断層（地
表）（位置やや不
明確）

推定活断層（地
下）

活褶曲

地形面の傾動方
向

現在も続いている地殻変動によって生じている波状地
形。凸部または凹部を連ねた線で図示。

地形面が、現在も続いている地殻変動によって傾いて
いる場所。最大傾斜方向で図示。

地形的な特徴により、活断層の存在が推定されるが、
現時点では明確に特定できないもの。

推定活断層のうち、位置が不明確なもの。

新しい地層に覆われて、断層地形が地表で確認され
ていないが、既往のボーリングや物理探査によりその
存在が推定された活断層。

活断層の通過地点に調査溝(トレンチ)を堀り、断層運
動の解読調査を行った地点。（これまでに各種調査研
究機関等によって調査が実施されたもの）

最近数十万年間に堆積した砂礫層などを切断し、活
断層であることが確実に判明した露頭。現在は露出
がなくとも記載。

活断層の固有名称。

トレンチ調査地点
活断層の通過地点に調査
溝(トレンチ)を堀り、断層運
動の解読調査を行った地点

トレンチ調査地点

活断層露頭

活断層の名称

推定活断層（地
表）

推定活断層（地
表）（位置やや不
明確）

推定活断層（地
下）

活褶曲

地形面の傾動方
向

現在も続いている地殻変動によって生じている波状地
形。凸部または凹部を連ねた線で図示。

地形面が、現在も続いている地殻変動によって傾いて
いる場所。最大傾斜方向で図示。

地形的な特徴により、活断層の存在が推定されるが、
現時点では明確に特定できないもの。

推定活断層のうち、位置が不明確なもの。

新しい地層に覆われて、断層地形が地表で確認され
ていないが、既往のボーリングや物理探査によりその
存在が推定された活断層。

活断層の通過地点に調査溝(トレンチ)を堀り、断層運
動の解読調査を行った地点。（これまでに各種調査研
究機関等によって調査が実施されたもの）

最近数十万年間に堆積した砂礫層などを切断し、活
断層であることが確実に判明した露頭。現在は露出
がなくとも記載。

活断層の固有名称。

変位した谷線
断層の横ずれ活動
により変位した谷線

1:25,000活断層図「熊本 改訂版」の一部

活断層図とは：全国の主要な活断層を対象に、断層の詳細な位置、関連する地形
の分布等の情報（1：25,000活断層図）を表示した地図です。
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https://maps.gsi.go.jp/#15/32.791460/130.830517/&base=pale&base_grayscale=1&ls=pale%7Cafm&blend=0&disp=11&lcd=afm&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


2.【防災地理情報（地形特性情報）】 活断層図

54
北本市周辺

地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#11/36.017448/139.185104/&base=blank&base_grayscale=1&ls=blank%7Cafm&blend=0&disp=11&lcd=afm&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


2.【防災地理情報（地形特性情報）】 活断層図

55

活断層（位置やや不明瞭）
活動の痕跡が侵食や人工的な要因等によって改
変されているために、その位置が明確には特定で
きないもの。

活断層（活撓曲）
変位が軟らかい地層内で拡散し、地表には段差
ではなくたわみとして現れたもの。たわみの範囲及
び傾斜方向を示す。

推定活断層（位置やや不明確）
地形的な特徴により、活断層の存在が推定され
るが、現時点では明確に特定できないもので、位
置が不明確なもの。

北本市周辺
地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#14/36.043547/139.535294/&base=blank&base_grayscale=1&ls=blank%7Cafm&blend=0&disp=11&lcd=afm&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFGAG0095FFG14G00EEFFG1EG91FF00G32GFFFF00G46GFF8C00GGFF4400


３.【防災地理情報（地形特性情報）】活断層図

【整備範囲】

地震調査研究推進本部が選定した主要活断層帯114の
うち、89断層帯を整備（うち32断層帯については一部整備）

（2020年11月現在）

※整備対象は、海域にある5断層帯を除いた、陸域の109断層帯

1:25,000活断層図

国の整備する図として最も縮尺が大きい活断層図
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４.【防災地理情報(地形特性情報)】 デジタル標高地形図

1:25,000デジタル標高地形図「東京」

デジタル標高地形図とは：地形図と標高データを重ね合わせた地図です。詳細な地形
の起伏がカラー表示された上に、地名、道路、学校等の位
置が重ねて表示されているので、居住地の地形特徴を直感
的に理解することができ、洪水、高潮、津波等の浸水被害の
把握に有効な情報です。

1:25,000デジタル標高地形図「江戸川・中川・綾瀬川流域1/6」
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4.【防災地理情報(地形特性情報)】デジタル標高地形図

https://www.gsi.go.jp/common/000184353.jpg


4.【防災地理情報(地形特性情報)】デジタル標高地形図

国土地理院のウェブ地図である地理院地図では、「自分で作る色別標高図」が作成
できます。自分の見たい場所を、自分で配色を設定して、段彩と陰影効果で視覚的
に見ることができます。

60

https://maps.gsi.go.jp/#6/40.788860/140.493164/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m


地理院地図 自分で作る色別標高図

61
地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#14/35.861371/139.646360/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400
https://maps.gsi.go.jp/#14/35.861371/139.646360/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400


地理院地図 自分で作る色別標高図
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地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#14/35.861371/139.646360/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400
https://maps.gsi.go.jp/#14/35.861371/139.646360/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400
https://maps.gsi.go.jp/#14/35.861371/139.646360/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400


地理院地図 自分で作る色別標高図
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地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#14/35.861371/139.646360/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400
https://maps.gsi.go.jp/#14/35.861371/139.646360/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400
https://maps.gsi.go.jp/#14/35.861371/139.646360/&base=std&ls=std%7Crelief_free&blend=1&disp=11&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&reliefdata=30G0000FFG3G0095FFG6G00EEFFGAG91FF00GDGFFFF00G13GFF8C00GGFF4400


[I-i] 防災地理情報（地形特性情報）
1. 土地条件図・治水地形分類図・
明治期の低湿地データ

2. 火山土地条件図・火山基本図
3. 活断層図
4. デジタル標高地形図

[I-ii] 防災地理情報（災害履歴情報）

5. 自然災害伝承碑

[Ⅱ] 災害対応時の地理空間情報

6. 指定緊急避難場所データ

7. 浸水推定図
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4.【防災地理情報(災害履歴情報)】自然災害伝承碑

自然災害伝承碑とは：
過去に発生した津波、洪水、火山災害、土砂災害等の自然災害に係る事柄（災害の様

相や被害の状況など）が記載されている石碑やモニュメントのことです。
 これら自然災害伝承碑は、当時の被災状況を伝えると同時に、当時の被災場所に建てら

れていることが多く、それらを地図を通じて伝えることは、地域住民による防災意識の向上
に役立つものと期待されます。

自然災害伝承碑

災害教訓を
災害履歴
として地図化

・地形等により受けやすい災害がある。
・災害は同様の場所で再び発生する。

出典:大阪府警察

2万5千分1地形図
における表示イメージ

ウェブ地図「地理院地図」における表示イメージ

65



4.【防災地理情報(災害履歴情報)】自然災害伝承碑

埼玉県の自然災害伝承碑
66

地理院地図

https://maps.gsi.go.jp/#10/36.001341/139.313507/&base=blank&ls=blank%7Crelief_free%2C0.57%7Cdisaster_lore_all&blend=1&disp=111&lcd=relief_free&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m&reliefdata=30G0000FFG5G0095FFGAG00EEFFG64G91FF00G1F4GFFFF00G3E8GFF8C00GGFF4400


地理院地図での公開数は47都道府県367市区町村
の1224基（令和4年1月14日時点）

公開状況

公開数の推移

自然災害伝承碑の地図記号が掲載されている1/2.5万
地形図には98面（令和3年11月末刊行分まで）

自然災害伝承碑
の取組QRコード

自 然 災 害 伝 承 碑 の 公 開 状 況

47都道府県367市区町村の1224基（令和４年１月14日現在）

掲載分布図
公開中

4.【防災地理情報(災害履歴情報)】自然災害伝承碑



[I-i] 防災地理情報（地形特性情報）
1. 土地条件図・治水地形分類図・
明治期の低湿地データ

2. 火山土地条件図・火山基本図
3. 活断層図
4. デジタル標高地形図

[I-ii] 防災地理情報（災害履歴情報）

5. 自然災害伝承碑

[Ⅱ] 災害対応時の地理空間情報

6. 指定緊急避難場所データ

7. 浸水推定図
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5.【災害対応時の地理空間情報】指定緊急避難場所データ

指定緊急避難場所データとは：
 災害の危険から命を守るために緊急的に避難する指定緊急避難場所のデータです。
 2013年（平成25年）6月に災害対策基本法が改正され、市町村長による「指定緊急避難場所」

と「指定避難所」の指定制度が2014年（平成26年）4月から施行されています。
 国土地理院では、内閣府、消防庁と協力し、ウェブ地図上に表示できる指定緊急避難場所データ及

び指定避難所データの整備を進めています。
 指定緊急避難場所データについて、2017年（平成29年）2月22日から順次公開しています。

災害種別ごとに表示
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「指定緊急避難場所」と「指定避難場所」の違い

※「指定緊急避難場所」、「指定避難場所」は、ともに市町村長が指定。

5.【災害対応時の地理空間情報】指定緊急避難場所データ
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地理院タイルとは

地理院タイルとは？
国土地理院が、WEB配信用として、標準地図や災害時に撮影した航空写真など、
様々な地理空間情報を正方形のタイル状に分割した地図画像として、提供する
データです。
地形図 写真

地形分類

国土地理院の
サーバから配信

縮尺に応じた地図がタイル状に用意されています。

大縮尺

小縮尺

災害情報

地理院タイル一覧:

https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html

災害時の空中写真
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1. 国土地理院の災害対応

2. 土地の成り立ちと自然災害リスク

3. 防災・減災に役立つ地理空間情報

4. 国土交通省ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

5. 地理院地図で埼玉県の情報を確認

目 次
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4.国土交通省ハザードマップポータルサイト
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https://disaportal.gsi.go.jp/


「重ねるハザードマップ」で閲覧できる情報
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https://disaportal.gsi.go.jp/
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「わがまちハザードマップ」で閲覧できる情報
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「わがまちハザードマップ」さいたま市
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さいたま市「内水ハザードマップ」
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1. 国土地理院の災害対応

2. 土地の成り立ちと自然災害リスク

3. 防災・減災に役立つ地理空間情報

4. 国土交通省ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

5. 地理院地図で埼玉県の情報を確認

目 次
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 「土地条件図」を確認してみる
操作方法
画面左上の「情報」をクリック
土地の成り立ち・土地利用＞土地条件図＞数値地図25000（土地条件）
をクリック

 「明治期の低湿地」を重ねてみる
操作方法
画面左上の「情報」をクリック
土地の成り立ち・土地利用＞明治期の低湿地 をクリック

 「自分で作る色別標高図」を見てみる
操作方法
画面左上の「地図」をクリック
標高・土地の凹凸＞色別標高図 をクリック

5.地理院地図で埼玉県の情報を確認

82

https://maps.gsi.go.jp/#5/36.120128/140.075684/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1


1. 国土地理院の災害対応

2. 土地の成り立ちと自然災害リスク

3. 防災・減災に役立つ地理空間情報

4. 国土交通省ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

5. 地理院地図で埼玉県の情報を確認

まとめ
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